　　ＩＴ化による企業組織構造の変化
（1） 組織のフラット化
　組織のフラット化とは、端的に言えば管理階層の削減のことである。フラット制の最大の目的は、意思決定のスピードアップであり、官僚制の弱点である中間階層の増加による意思決定の遅延を解消するために、可能な限り階層を減らし、組織のピラミッド構造をフラット化（圧縮）しようというものである。また、リーダーと下位階層が直接やり取りするため、正確な情報交換が可能という利点もある。
問題点：①管理階層の削減は、管理職ポストの削減を意味するため、管理職の肩書きが外れる人や管理職になれない中堅社員のモチベーションをどのように喚起するかは重要な課題となる。
　　　　②フラット組織は、管理職1人あたりの部下の数が増加するので、各社員の自律性が十分に高くない場合、管理が徹底できずにかえって組織力が低下する危険性もある。
　　　　③各個人が一体感をもって組織目標達成に邁進するためには、共通の価値観やビジョンを定め、組織の迷走を回避する必要がある。
（2） エンパワーメント

　エンパワーメントとは、現場の自主性を高め、パフォーマンス向上につなげるために権限を与える（Em＋Power：パワーを与える）考え方のことである。
エンパワーメントには、権限委譲とか決定参加という人間関係の側面と、個人が内発的にモチベートされるというモチベーショナルな側面がある。
　エンパワーメントが叫ばれるのは、高度化かつ多様化する顧客ニーズに迅速に対応するには、いちいち組織を遡って意思決定を仰いでいられないというところにある。
　ピラミッド型組織では、ヒエラルキー（階層）構造の中を、下から情報が上がってくるのに時間がかかり、また、情報は途中で取捨選択されるため、情報の量と質は徐々に減少し劣化してしまう。さらに業務が複雑化し拡大するにつれ、管理上の情報処理量が増大し、現場状況がわからないトップマネジメント（経営者や管理職）では、迅速で的確な判断が難しくなっており、逆に現場は、顧客に接し、常に環境変化に直面しているため、新しい事実に基づく情報を持っている。つまり、現場に権限委譲することで、現場での改善や革新がすばやく実行されるのである。
問題点：現場ごとに判断や対応が異なると、顧客の不満につながる。会社のブランド力の

観点からすれば、現場の判断や顧客への対応方法に、全社レベルでの統一性と一
貫性が必要となる。
（3） 意思決定権限の集中化

　組織のフラット化・エンパワーメント（分権化）に平行して、企業内の意思決定権限の集中化も必要になってくる。それは、トップ・マネジメントや管理職の意思を下位にまで浸透させることで、共通の観点、認識から各自が個別の情報を他の有効な情報と結びつけて判断できるような仕組みの構築が重要だからである｡その意味では、トップや管理職の役割は一層高まるのである｡

